
事業番号 - - -

（ ）

全国の図書館数、図書館でのオンライン閲覧目録の導入率、学校司書を配置する学校等の割合は増加しているものの、図書館の児童用図書の貸出冊数、全校一斉の読書活動を行う学校の割合が減少している。また、新型
コロナウイルスの感染拡大による図書館の臨時休館、学校の臨時休業等により、図書へのアクセスがしにくい状況が、子供の不読率（※）に影響を与えた可能性があり、小学生から高校生までの子供の不読率は、令和元年度
から令和３年度、全国一斉臨時休業等を経て上昇している。
※1か月に1冊も本を読まない子供の割合

〇不読率
・H14：小学生8.9％、中学生32.8％、高校生56.0％　・H20：小学生5.0％、中学生14.7％、高校生51.5％　・H24：小学生4.5％、中学生16.4％、高校生53.2％
・H29：小学生5.6％、中学生15％、高校生50.4％　　・R4  ：小学生6.4％、中学生18.6％、高校生51.1％

令和6年度要求

-

-

-

55.5

(目)

(目)

6.4

　

　

　

(目)

1.8 2.2

▲ 0.1

6.8

教育政策推進事業委託費

庁費

委員等旅費

諸謝金

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/content/20230328-mxt_kouhou01-000024735_1.pdf

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 45.3

44.6

80%

0.9

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 80%

教育政策推進費

(目)

2023 文科 22 0057

文部科学省

政策 １　新しい時代に向けた教育政策の推進

事業の目的
（5行程度以内）

新たな教育振興基本計画（令和５年６月16日閣議決定）や、子供の読書活動を推進するため「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき令和5年3月に閣議決定された「子
どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第五次）」を踏まえ、子供が自主的に読書活動を行うことができるよう、学校図書館などの環境の整備を図るとともに、施策の総合的
かつ計画的な推進を図る。

地域学習推進課
地域学習推進課長
高木　秀人

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

子どもの読書活動の推進に関する法律
（平成13年法律第154号）

関係する
計画、通知等

新たな教育振興基本計画（令和５年６月16日閣議決定）
子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第五次）（令
和５年３月28日閣議決定） 等

事業名 読書活動総合推進事業 担当部局庁 総合教育政策局 作成責任者

事業開始年度

施策 １－５　家庭・地域の教育力の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-000019646_1-
5.pdf

-

令和4年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

55.5

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - 51.9 45.3 55.5

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

全国的な読書活動を総合的に推進するため、高校生等の不読率の改善、発達段階などに応じた読書活動や学習指導要領を踏まえた学校図書館の機能強化や活性化に向けた特
色ある先導的な取組に関するモデル事業、司書教諭講習、「子ども読書の日」の普及啓発、著作権法の改正に伴う図書館の現場負担の軽減に向けた読書活動の推進等に関する
調査研究などの取組を実施する。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 41.6

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 51.9 45.3

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 職員旅費 0.3 0.3

翌年度へ繰越し（D) - - - -

35.8

1.6

0

読書活動推進のための多様な関係機関・団体等による連携体制構築に
要する経費等の増額要求。

(目) 教職員研修費 0.1 0.1



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

2

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - 5.5 6.4

目標値 ％ - - -

達成度 ％

読書への興味が深まった子供の増加
読書への興味が深まった子供
の割合

成果実績 人 - -

-

高校生等の不読率の改善、発達段階などに応じた読書活動や学習指導要領を踏まえた学校図書館の機能強化や活性化に向けた特色ある先導的な取組に関す
るモデル事業の実施

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「学校読書調査」（全国学校図書館協議会（令和3年度までは全国学校図書館協議会、毎日新聞社の共催））
※令和2年度は調査未実施
※第五次「子ども読書活動の推進計画に関する基本的な計画」において、令和9年度までに小学生の不読率を2％以下とすることを目標としている。

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 自治体等

- -

8

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

自治体等 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

新たな読書活動モデルの構築
委託事業を実施する自治体
等数

活動実績

9 年度

小学生の不読率の減少 不読の小学生の割合

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

委託事業を実施する自治体等が参加者を対象に実施するアンケート
※本調査項目は、令和5年度から統一的に実施する項目である。

令和2年度 令和3年度

-

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

-

-

子供の読書への興味関心を深めることにより、読書活動が推進され、不読率の低減が促進されると考えるため、本事業による課題解決への効果を測定するため
に、以下の長期アウトカムを設定した。

※本事業の長期アウトカムの発現経路は、アクティビティ①～③が相互に作用して各長期アウトカムが発現するものとなっており、成果目標①-3についても短期ア
ウトカム①～③の効果として発現するものとなっている。

-

-％

-

目標値 人 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

11

委託事業の活用により自治体等が読書活動の推進を図る多様な取組を行うようになり、その取組を受けた子供たちの読書への理解が深まることで、興味関心が
深まると考えるため、下記の短期アウトカムを設定した。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-- 11

成果実績



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-

- 10.1 18.6 -

目標値 ％ - - - 8

達成度 ％ - - - -

成果実績 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「学校読書調査」（全国学校図書館協議会（令和3年度までは全国学校図書館協議会、毎日新聞社の共催））
※令和2年度は調査未実施
※第五次「子ども読書活動の推進計画に関する基本的な計画」において、令和9年度までに中学生の不読率を8％以下とすることを目標としている。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

中学生の不読率の減少 不読の中学生の割合

- - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

委託事業を実施する自治体等が参加者を対象に実施するアンケート
※本調査項目は、令和5年度から統一的に実施する項目である。

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

教職員の学校図書館の活用に関する理解を深めることにより、授業への図書及び学校図書館の活用や子供たちの読書活動が推進され、不読率の低減が促進さ
れると考えるため、本事業による課題解決への効果を測定するために、以下の長期アウトカムを設定した。

※本事業の長期アウトカムの発現経路は、アクティビティ①～③が相互に作用して各長期アウトカムが発現するものとなっており、成果目標②-3についても短期ア
ウトカム①～③の効果として発現するものとなっている。

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

委託事業の活用により自治体等が学校図書館を活用した授業モデルの開発を行い、その授業モデルを参考にすることで、教職員が学校図書館の活用に関する
理解が深まるため、下記の短期アウトカムを設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

学校図書館の活用に理解が深まった
教職員の増加

学校図書館の活用に理解が
深まった教職員の割合

成果実績 人 - - - -

目標値 人 - - - -

達成度 ％

活動内容②
（アクティビティ）

高校生等の不読率の改善、発達段階などに応じた読書活動や学習指導要領を踏まえた学校図書館の機能強化や活性化に向けた特色ある先導的な取組に関す
るモデル事業の実施【再掲】

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

学校図書館を活用した授業モデルの構
築

委託事業を実施する自治体
等数【再掲】

活動実績 自治体等 - - 11 - -

当初見込み 自治体等 - - 11 8 -



成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「学校読書調査」（全国学校図書館協議会（令和3年度までは全国学校図書館協議会、毎日新聞社の共催））
※令和2年度は調査未実施
※第五次「子ども読書活動の推進計画に関する基本的な計画」において、令和9年度までに高校生の不読率を26％以下とすることを目標としている。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

高校生の不読率の減少 不読の高校生の割合

成果実績 ％ - 49.8 51.1 -

目標値 ％ - - - 26

達成度 ％ - - - -

達成度 ％ 93.1 105.6 100.7 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

学校図書館司書教諭講習事業実施報告書（文部科学省）

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

司書教諭資格の修了者を増やすことにより、学校における読書推進および学校図書館の整備が計画的に促進されると考えるため、本事業による課題解決への効
果を測定するために、以下の長期アウトカムを設定した。

※本事業の長期アウトカムの発現経路は、アクティビティ①～③が相互に作用して各長期アウトカムが発現するものとなっており、成果目標③-3についても短期ア
ウトカム①～③の効果として発現するものとなっている。

34 -

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
学校図書館司書教諭講習の実施する大学等が増加することにより、講習の修了者数も増加するため、下記の短期アウトカムを設定した。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

学校図書館司書教諭講習の修了者数
の増加

学校図書館司書教諭講習の
修了者数が前年度より増加す
る

成果実績 人 4,901 5,175 5,211 -

目標値 人 5,263 4,901 5,175 5,211

活動内容③
（アクティビティ）

学校図書館法第５条の３に基づき学校図書館司書教諭講習を実施。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

学校図書館司書教諭講習を実施する
実施機関を増加させる

学校図書館司書教諭講習を
実施する個所数

活動実績 個所 36 33 34 - -

当初見込み 個所 38 36 33



- - -

- -

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 ０071

備考

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0334

平成25年度 0067

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

モデル事業については成果指標の見直しを行い、今年度より事業者に対して参加者へのアンケート実施を義務付けることとした。アンケートの結果も活用し、成果指標がより適切なものとなるよう検討
していく。調査研究については、公募期間の延長や、要望に応じて説明会を開催する等して、競争性を高める工夫を図っていく。

文部科学省 新32 0005

事業内容の一部改善

執行等改善

０069

平成30年度 ７5

平成23年度 0313/23-066

・アクティビティ①②について、事業効果の適切な把握のため、短期アウトカムの測定指標とすべく、新たに委託事業を実施する事業者に対して、参加者を対象とし
たアンケートの実施を義務付けた。
・長期アウトカムについては、第五次子ども読書活動の推進に関する基本的な計画においても、引き続き目標としており、計画の基本的方針に沿って学校、図書
館、その他の関係機関等との連携を強化し読書推進体制の整備及び読書活動の推進に努める。
・引き続き適切な事業者選定となるよう、応札を検討していた業者からアンケートを徴収するなどの工夫を実施する。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 ０071

平成29年度 ０074

令和3年度

新02 0005

平成27年度

令和2年度 文部科学省 0041 文部科学省

0043 0046 0006

令和4年度 2022 文科 新22

文科 20 文科 新22

0003

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0041

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度実施)

-
点検結果

・本事業は「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、子どもの読書活動を推進す
るための環境整備を図るとともに、施策の総合的かつ計画的な推進を図るものであり、社会
のニーズを反映したものとなっている。
・短期アウトカム①②については、適切な事業効果の把握のために令和5年度から新たに事
業者に対するアンケートにより測定を始めた項目となっている。
・長期アウトカムについては、第3次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画策定時
（H25）より、目標としているが未だ達成ができていない。
・国の支出先を選定する際の一般競争入札においては、2つのテーマに対してそれぞれ複
数事業者からの応札があった。

-

-

本事業は、外部有識者の指摘を踏まえ、施策目標の達成手段として適切な内容が実施されていると思われるが、活動内容①〜③が長期アウトカムに設定されている小・中・高の不読率、3つの学校段
階ごとのアウトプット、短期アウトカムの因果関係が明確ではないので成果指標等について検証すべきである。また、企画競争への参加者が少ないので、競争性を高める工夫が必要であるため、内容
やスケジュールの見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

外部有識者の所見
重要な事業であり、施策目標の達成手段として適切な内容が実施されていると思われる。しかし、活動内容①〜③が長期アウトカムに設定されている小・中・高の不読率、3つの学校段階ごとのアウトプット、短期アウトカムの因果関係が明確ではないので成果指標等について
検証する必要がある。例えば、成果指標として「現状・課題」欄に記載されている「児童図書の貸出冊数」や「読書活動を行う学校割合」なども分かりやすいのではないか。また、調査研究案件の委託については、企画競争への参加者が少なく、競争性を高める工夫が必要であ
る。



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省

41.6百万円

A.自治体等

1.5百万円

（全3件）

C.自治体等

2.3百万円

（全8件）

D.大学等

18.1百万円

（全32件）

B.自治体等

1.2百万円

（全4件）

図書館・学校図書館等を活用し

た読書活動の推進 司書教諭講習の実施

委託【随意契約（企画競争）】 委託【随意契約（企画競争）】

再委託【随意契約（企画競争）】

E.株式会社等

12.2百万円

（全2件）

読書活動の推進等に関

する調査研究

委託【随意契約（企画競争）】

・庁費 5.9百万円

・職員旅費 0.1百万円

・諸謝金 1.5百万円

・教職員研修費 0.1百万円 を含む

委託【随意契約（企画競争）】



一般管理費

　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

0.1

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

再委託費 那智勝浦町、かつらぎ町 0.7 借損料 電子図書館システム使用料 0.4

諸謝金 委員謝金

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

通信運搬費 図書送付料金 0

計 0.8 計 0.4

0 消耗品費 参考書籍

旅費 委員会議出席旅費 0

印刷製本費 パンフレット作成 0.1 印刷・製本費 修了証書植字費 0.5

諸謝金 執筆謝金等 0.3 人件費 作業職員等人件費 3

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

雑役務費 パンフレット印刷代金引換 0 その他 通信運搬費、旅費 0.1

通信運搬費 アンケート等送付 0 消費税相当額 人件費×10％ 0.2

旅費 委員会議出席旅費 0.1 消耗品費 講習実施経費 0.2

計 0.5 計 4

一般管理費

人件費の消費税相当額

0.7

人件費 職員人件費 6.3

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

諸謝金 委員謝金 0

旅費 会議出席旅費 0.1

消費税相当額 0.6

計 7.7 計

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 和歌山県 4000020300004
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.8
随意契約（企画

競争）
3 100％

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

100％

3 100％

3 和歌山県 4000020300004
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）
3

2 奈良県教育委員会 1000020290009
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.4
随意契約（企画

競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

2 宇陀市 5000020292125
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）
1 100％

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 那智勝浦町 3000020304212
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.4
随意契約（企画

競争）
2 100％

100％

2 100％

4 日高川町 2000020303925
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.2
随意契約（企画

競争）
1

3 かつらぎ町 4000020303411
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
公益社団法人
全国学校図書館協議会

2010005018935
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.5
随意契約（企画

競争）
8

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

3 大阪府教育委員会 4000020270008
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.4
随意契約（企画

競争）
8 100％

100％

2 福島県教育委員会 7000020070009
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.5
随意契約（企画

競争）
8 100％

100％

6
学校法人創価学園
関西創価中学校・高等学校

3012705000072
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）
8 100％

8 100％

5 国立大学法人東京学芸大学 8012405001283
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）
8

4 名張市教育委員会 4000020242080
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.3
随意契約（企画

競争）

8 100％8 滋賀県 7000020250007
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.1
随意契約（企画

競争）

7 取手市教育委員会 4000020082171
図書館・学校図書館等を活用
した読書活動の推進

0.2
随意契約（企画

競争）
8 100％



D

E

32 100％

2 国立大学法人広島大学 1240005004054
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.9
随意契約（企画

競争）
32

1 国立大学法人東京学芸大学 8012405001283
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

4
随意契約（企画

競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

4 国立大学法人筑波大学 5050005005266
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.8
随意契約（企画

競争）
32 100％

100％

3
国立大学法人北海道教育大
学

5430005004015
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.9
随意契約（企画

競争）
32 100％

100％

7 国立大学法人長崎大学 3310005001777
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.6
随意契約（企画

競争）
32 100％

32 100％

6 国立大学法人愛媛大学 9500005001934
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.6
随意契約（企画

競争）
32

5 国立大学法人愛知教育大学 1180305005064
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.7
随意契約（企画

競争）

32 100％

10 国立大学法人香川大学 7470005001659
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.6
随意契約（企画

競争）
32

9 学校法人金沢学院大学 4220005001926
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.6
随意契約（企画

競争）

8 国立大学法人高知大学 7490005001707
学校図書館司書教諭養成講
習の実施

0.6
随意契約（企画

競争）
32 100％

100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

2 100％2
株式会社リベルタス・コンサル
ティング

4010401058533
読書活動の推進等に関する
調査研究

4.5
随意契約（企画

競争）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社ジャパンインターナ
ショナル総合研究所

3130001008274
読書活動の推進等に関する
調査研究

7.7
随意契約（企画

競争）
1 100％

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック
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